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スピリチュアル・ディバイドを越えて 
――パウロ書簡に見られる霊的格差解消思想―― 

 

本論文では霊的に恵まれていて豊かな宗教的体験の世界を生きることのできる者を「霊

的エリート」、そうでない者を「霊的弱者」と称して議論を進めていく。「スピリチュアル・

ディバイド」とは、いわゆる「神秘的体験」の有無によって人類を「霊的エリート」と「霊

的弱者」の二つに分断してしまい、前者が優、後者が劣というような価値判断を下してい

く発想から生じるさまざまな危険性や問題点である。ニューエイジ（新しい時代）の到来

が言われ、スピリチュアルブームがさかんになり、人々の霊的な関心が一層高まっていく

これからの世界において、この問題はますます深刻になるものと筆者は考えている。 

ヒトがサルから別れた「人類革命」は今から 700 万年前の出来事であるという。それ以

来の長い人類の歴史には、本論文が「霊的エリート」と呼んでいる「聖者」が数限りなく

存在し、彼らの多くが自らの体験の伝達に生涯を捧げてきたのである。しかしそれにもか

かわらず、人類全体に「悟り」や「聖性」の世界を基盤とした実存様式が普及していない

のは何故だろうか。一般的に、悟りを開いた聖者たちは賞賛されてきた。いっぽう、彼ら

のレベルに到達できない凡人の愚鈍さは嘆かれ責められてきた。凡人たちをして「回心」

に到達させるべく聖者たちのより一層の聖性の向上すなわち「証し」が求められてもきた。

そのような議論においては、聖者が優であり凡人は劣であることが当然視されて、凡人が

聖者のように「悟り」の世界に生きるように目覚めることだけが求められていた。 

本論文が画期的であるのは、凡人が聖者の言うことに耳を傾け聖者に倣えばいいのだ、

という当然視されていたことに対して、大胆な発想の転換を成した点である。すなわち筆

者は、聖者たちが聖であればあるほど、彼らが聖性の証しをすればするほど、かえって凡

人たちが「悟り」や「聖性」の世界から遠ざけられてしまうという現象にしっかり向き合

い、それと真摯に取り組んだのである。 

そして筆者が見出したものは、このスピリチュアル・ディバイドという問題を真剣に考

え、それを克服しようとした「超・霊的エリート」、「メタ・霊的エリート」とも言える人

物が人類の歴史に登場していたという事実である。聖パウロや法然上人がその代表的な人

物である。パウロや法然は霊的弱者に体験困難な「悟り」や「信仰」というものを秘跡や

念仏のような「かたち」に換置することによって、霊的エリートも霊的弱者も含めたあま

ねく一切の人間に宗教を解放したのであった。本論文ではこの点について主にパウロ書簡

を考察しながら論証している。 


